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広報 人と自然が織りなす 心豊かな協働の村

復興へのご支援に心から感謝します

主
な
内
容

● 三陸鉄道北リアス線開通� ���� ２㌻
● 新採用職員等の紹介� ������ ６㌻
● 村づくり基金の概要� ������ ９㌻
● 議会だより� ���������� 16㌻

　

春
、
早
朝
の
島
越
南
港
。
全
国
の
ワ
カ

メ
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
支
援
金
で
整
備
さ
れ

た
電
源
設
備
を
利
用
し
、
島
越
・
切
牛
地

区
の
漁
業
者
グ
ル
ー
プ
が
ワ
カ
メ
の
塩
蔵

加
工
に
汗
を
流
す
。

全
国
か
ら
の
支
援
に

　

元
気
な
姿
で
恩
返
し
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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
駅
や

高
架
橋
が
流
失
し
不
通
と
な
っ
て
い
た

三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
の
田
野
畑-

小

本
間
︵
10
・
５
キ
ロ
︶
が
４
月
６
日
に

運
行
を
再
開
。
島
越
・
田
野
畑
両
駅
に

は
多
く
の
村
民
が
駆
け
付
け
︑
大
漁
旗

や
手
作
り
の
横
断
幕
を
振
り
︑
乗
客
で

満
員
の
列
車
を
出
迎
え
ま
し
た
。

　

午
前
６
時
50
分
︑
駅
舎
の
新
築
工
事

が
進
む
島
越
駅
前
に
は
島
越
自
治
親
交

会
の
皆
さ
ん
が
大
漁
旗
や
手
作
り
の
小

旗
を
手
に
宮
古
か
ら
の
列
車
を
待
ち
わ

び
て
い
ま
し
た
。
定
刻
︑
南
の
高
台
に

見
え
る
ト
ン
ネ
ル
か
ら
警
笛
が
響
く

と
︑
桜
の
花
が
描
か
れ
た
列
車
が
姿
を

現
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら

１
１
２
２
日
︑
三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線

は
念
願
の
全
線
運
行
再
開
と
な
り
︑
地

域
住
民
の
足
と
し
て
︑
広
域
観
光
ル
ー

ト
の
要
と
し
て
開
業
か
ら
30
年
目
の
再

出
発
を
迎
え
ま
し
た
。

　　

午
後
０
時
10
分
︑
久
慈
方
面
か
ら
田

野
畑
駅
に
到
着
し
た
特
別
列
車
か
ら
は

ド
ラ
マ
﹁
あ
ま
ち
ゃ
ん
﹂
で
大
吉
駅
長

役
を
務
め
た
杉
本
哲て
っ

太た

さ
ん
︑
吉
田
副

駅
長
役
の
荒
川
良よ
し

々よ
し

さ
ん
が
登
場
。
駅

前
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
︑
盛
大
な
歓

声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

田
野
畑
駅
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

乗
客
へ
︑
村
産
菌
床
シ
イ
タ
ケ
や
乳
製

品
な
ど
が
配
ら
れ
︑
駅
前
で
は
羅
賀
地

区
の
小
中
学
生
が
舞
う
大
宮
神
楽
が
一

行
を
歓
迎
。
大
宮
神
楽
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
る
中
村
海み

希き

さ
ん
︵
６
年
︶
は
﹁
大

勢
の
お
客
さ
ん
の
前
で
の
披
露
は
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
が
︑
三
陸
鉄
道
の
復

興
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
︑
良
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。
将
来
は
三
陸
鉄

道
を
使
っ
て
高
校
に
通
学
し
た
い
で

す
﹂
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

運
行
再
開
に
石
原
弘
ひ
ろ
し

村
長
は
﹁
地

域
住
民
の
三
陸
鉄
道
を
愛
し
︑
地
域
を

愛
す
る
思
い
の
強
さ
︑
深
さ
に
敬
意
と

感
謝
を
表
し
ま
す
。
三
陸
鉄
道
は
明
治

29
年
か
ら
の
願
い
で
あ
り
︑
心
の
道
が

再
生
し
交
流
が
増
す
こ
と
が
三
陸
全
体

の
東し
の
の
め雲
と
な
り
ま
す
﹂と
語
り
ま
し
た
。

　

三
陸
鉄
道
に
よ
る
と
︑
当
日
の
宮
古

駅
と
久
慈
駅
は
30
年
前
の
開
業
を
思
い

出
さ
せ
る
盛
り
上
が
り
だ
っ
た
と
の
こ

と
。
普
段
の
休
日
は
４
０
０
人
程
度
の

乗
客
が
︑
当
日
は
観
光
客
を
中
心
に
約

２
０
０
０
人
。
駅
で
列
車
が
停
車
す
る

度
に
地
域
住
民
の
歓
迎
や
乗
客
の
乗

降
︑写
真
撮
影
の
影
響
で
出
発
が
遅
れ
︑

終
日
15
～
20
分
遅
れ
の
ダ
イ
ヤ
で
運
行

し
た
と
の
こ
と
で
す
。

住
民
総
出
の
大
歓
迎

　

駅
は
無
数
の
大
漁
旗

　

今
回
の
復
旧
工
事
の
概
要
に
つ
い

て
︑
工
事
を
統
括
さ
れ
た
三
陸
鉄
道
施

設
管
理
部
の
小
田
文
夫
部
長
に
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

︱
今
回
の
復
旧
工
事
の
概
要
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　

今
回
開
通
し
た
田
野
畑-

小
本
間
の

復
旧
工
事
は
津
波
被
害
の
大
き
か
っ
た

真
木
沢
か
ら
田
野
畑
駅
付
近
に
集
中
し

て
い
ま
す
。
島
越
駅
南
側
の
盛
土
な

ど
の
土
木
工
事
に
15
億
６
４
０
０
万

円
、
レ
ー
ル
張
り
替
え
な
ど
の
線
路
工

事
に
２
億
７
０
０
０
万
円
な
ど
、
総
額

23
億
６
０
０
万
円
の
費
用
が
掛
か
り
ま

し
た
。
復
旧
費
用
は
国
の
東
日
本
大
震

災
鉄
道
施
設
災
害
復
旧
費
補
助
金
の
ほ

か
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
国
が
日
本
赤
十
字
社

に
寄
贈
し
た
約
４
０
０
億
円
（
原
油

５
０
０
万
バ
レ
ル
相
当
）
な
ど
に
よ
り

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

︱
今
回
の
工
事
で
苦
労
し
た
点
は
ど
こ

で
す
か

　

津
波
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
、
復
旧

ま
で
長
い
時
間
と
、
多
額
の
費
用
が
掛

か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。「
早

く
、
安
く
、
津
波
を
意
識
し
た
復
旧
」。

こ
れ
が
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
た
課
題
で

し
た
。
意
識
し
た
の
は
現
状
ル
ー
ト
は

変
更
せ
ず
、
構
造
物
な
ど
は
津
波
対
策

を
施
し
、
１
日
で
も
早
い
復
旧
を
図
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
田
野
畑
村
内
の

工
区
に
関
し
て
は
、
補
助
事
業
で
の
土

　
地
購
入
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
な
負
担
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

︱
開
通
に
あ
た
り
ど
の
よ
う
な
感
想
を

お
持
ち
で
す
か

　

当
初
の
計
画
ど
お
り
３
年
で
開
通
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
被
災
地
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
大
変
長
い
時
間

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
皆

さ
ん
の
足
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

県
内
外
か
ら
観
光
客
を
呼
び
、
地
域
の

復
興
と
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

︱
今
後
の
課
題
な
ど
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い

　

駅
周
辺
の
住
宅
は
、
高
台
移
転
な
ど

で
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
復
興
に
向
け
、
駅
周
辺
で
観
光
客

を
呼
べ
る
よ
う
な
環
境
整
備
や
県
外
な

ど
か
ら
集
客
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

安
全
で
安
定
し
た
三
陸
鉄
道
と
な
る
こ

と
が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

小
こ

田
だ

 文
ふ み

夫
お

施設管理部長

三陸鉄道

島越駅前で列車に大漁旗を振る小年生 手描きの横断幕で記念列車をお出迎え（田野畑駅）

線路沿いには大漁旗を持った大勢の村民が駆けつけた じぇじぇ！大吉駅長と吉田副駅長も登場 カンパネルラ田野畑駅には約３年ぶりに上下線の列車が乗り入れた

大
吉
駅
長
を

大
宮
神
楽
が
出
迎
え

沿
線
各
駅

　
　

年
前
と
同
じ
歓
声

30
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島越地区の高校１年生

　　　　工藤 真
ま

愛
な

さん（左）

　小さい頃から乗っていた三陸
鉄道が再開し、高校への通学に
利用できるのがうれしい。通学
列車では勉強を頑張りたい。　

中学校仮設団地の高校 1 年生　　

鈴木 七
なな

星
せ

さん（右）

　春から宮古市の高校へ通学す
る。仮設住宅からの通学なので
小本駅を利用することになるか
も。いつか友達と一緒に島越駅
から通学できるようになればい
いな。

横浜市磯子区
　　　　　　　　南　輝

てる

明
あき

さん

　震災後、３度目の田野畑村訪問。
今日は宮古駅から三陸鉄道に乗って
きた。２月にレンタカーで田野畑に
来た時は大雪。峠道の連続で鉄道の
重要性を実感した。次は家族みんな
で観光に訪れたい。

ホテル羅賀荘観光部長

工藤　桂
かつら

さん

　震災後「あまちゃん」
効果で八戸、久慈からの
観光客が多かった。北リ
アス線全線運行再開で盛
岡、宮古からの鉄道を利
用した誘客にも力を入れ
られる。建設中の島越駅
が見られるのも今だけ。
羅賀荘に宿泊して、ゆっ
くり田野畑村を見てもら
いたい。

三陸鉄道北リアス線運行部主任運転士
　　　　　　　                                長澤 仁

ひと

志
し

さん

　北リアス線再開日は全ての駅で地元の歓迎がすご
かった。中でも島越駅は乗降客が多く、線路沿いの大
漁旗の出迎えには感動した。安全第一、利用してくだ
さるお客様への感謝の気持ちを大切に、できる限りの
サービス向上に努めたい。

島越自治親交会理事
　　　　　　　　早野 伊

い

志
し

男
お

さん

　震災から３年、ずっと見通しが立たない三陸鉄道の姿
を見てきた。今朝、立派になった線路、そこを走る宮古
行きの一番列車を見た時は、本当に感激した。三陸鉄道
と新しい島越駅を島越地区の振興に役立てていきたい。

三陸鉄道北リアス線

　全線運行再開
　  それぞれの想い…

　　

３
月
に
開
か
れ
た
三
陸
鉄
道
の
取
締

役
会
で
︑
平
成
25
年
度
の
三
陸
鉄
道
の

経
常
損
失
は
２
億
２
１
４
２
万
円
︑
20

年
連
続
で
赤
字
決
算
の
見
通
し
で
あ
る

こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
﹁
あ
ま
ち
ゃ
ん
﹂
効
果
で
︑
昨
年
４

月
か
ら
２
月
の
乗
客
数
は
前
年
同
期
比

１
・
３
倍
の
46
万
７
０
０
０
人
と
増
加
。

一
方
︑
企
業
を
対
象
と
し
た
被
災
地
視

察
研
修
の
減
少
に
よ
る
収
入
減
︑
燃
料

高
騰
や
人
件
費
の
増
加
で
経
費
が
膨
ら

ん
だ
こ
と
が
赤
字
決
算
の
要
因
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
乗
客
目
標
は
︑
全
線

開
通
に
伴
い
︑
震
災
前
の
22
年
に
近
い

83
万
１
０
０
０
人
と
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
施
策
と
し
て
︑
修
学
旅
行
を
対
象

と
し
た
﹁
震
災
学
習
列
車
﹂
の
取
組
み
︑

新
し
い
レ
ト
ロ
列
車
︑
お
座
敷
列
車
に

三陸鉄道開通に盛り上がる島越駅。駅西側は一部で復興工事が進
むものの、流失した家屋の基礎が残されたままの区画も見られる

よ
る
団
体
客
の
確
保
。
本
村
で
も
観
光

船
や
島
越
駅
の
営
業
再
開
に
併
せ
た
誘

客
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
︑
変
動
の
激
し
い
観

光
客
の
誘
客
以
上
に
︑
地
元
の
定
期
客

を
長
期
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
安
定
経

営
に
は
不
可
欠
で
す
。

水
産
業
の
復
興
を
柱
に

　

そ
こ
で
村
の
主
な
定
期
客
と
な
る
沿

岸
部
の
人
口
の
推
移
を
見
る
と
︑
震
災

前
に
比
べ
明
戸
・
羅
賀
・
島
越
地
区
の

実
質
的
な
人
口
は
︑
仮
設
住
宅
や
村
内

陸
部
︑
他
市
町
村
へ
の
移
住
に
よ
り
約

半
数
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

村
は
沿
岸
部
の
人
口
減
少
に
対
し
︑

水
産
業
の
復
興
を
柱
に
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
災
害
復
興
計
画
で
は
︑
漁

業
協
同
組
合
と
の
連
携
に
よ
る
６
次
産

業
化
の
展
開
︑
水
産
と
観
光
の
連
携
に

よ
る
活
性
化
︑
被
災
土
地
の
有
効
利
用

な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
が
︑
ま
だ
具
体

的
成
果
が
見
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

産
業
振
興
に
よ
り
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
掛
け
る
こ
と
で
︑
地
域
が
活
性
化

し
︑
定
住
人
口
が
守
ら
れ
︑
被
災
土
地

の
利
用
や
三
陸
鉄
道
の
定
期
客
の
確
保

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

住
宅
再
建
に
一
定
の
め
ど
が
つ
き
︑

漁
業
関
連
設
備
も
整
い
つ
つ
あ
る
今
︑

将
来
を
見
据
え
︑
沿
岸
地
域
の
振
興
策

を
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
59
年
度

Ｈ
元
年
度

Ｈ
23
年
度

Ｈ
20
年
度

Ｈ
10
年
度

Ｈ
24
年
度

利用客

田野畑村人口
269 万人

227 万人

155 万人

39 万人

30 万人

98 万人

５
４
８
２
人 ３

８
５
２
人

３
９
３
１
人

４
１
５
７
人

４
８
０
９
人

５
２
２
９
人 三

陸
鉄
道
と
田
野
畑
村

 

人
口
減
少
が
共
通
課
題

三陸鉄道の利用客と村人口の推移
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防災まちづくり拠点施設を建設

今年度も全国から

強力な応援隊が集結

平
た い ら

　直
な お

貴
き

建設第一課
技師　　　

（岩手県）
内
う ち

田
だ

 省
し ょ う

吾
ご

建設第一課
技師　　　

（埼玉県深谷市）

堀
ほ り

　英
え い

司
じ

建設第一課
技師　　　

（岩手県）
佐

さ

々
さ

木
き

 哲
あ き ら

建設第一課
技師　　　

（岩手県）
栁
や な

川
が わ

 秀
ひ で

行
ゆ き

建設第一課
技師　　　

（岩手県）

長
は

谷
せ

川
が わ

 順
じゅん

一
い ち

建設第一課
主査　　　

（盛岡市）
小

こ

林
ば や し

 正
ま さ

行
ゆ き

建設第一課
主任　　　

（埼玉県深谷市）

川
か わ

島
し ま

 秀
ひ で

義
よ し

教育委員会
学芸員　　

（復興庁）

大坂下 恵
めぐみ

講師

金
き ん

野
の

 達
た つ

徳
の り

教諭

佐
さ

々
さ

木
き

 由
ゆ

美
み

子
こ

講師 根
ね

木
ぎ

地
ち

 瑠
る

美
み

すこやか
サポート

上
か み

大
お お

澤
さ わ

 良
よ し

光
み つ

教諭 畠
はたけ

山
や ま

 淳
じゅん

一
い ち

講師

佐
さ

々
さ

木
き

 重
し げ

光
み つ

分署長
　　　山

や ま

下
し た

 富
と み

也
や

消防係長
　　　　

藤
ふ じ

島
し ま

 剛
つよし

消防主任
　　　　佐

さ

々
さ

木
き

 辰
た つ

徳
の り

消　防
副士長

湊
みなと

 貴
た か

之
ゆ き

消防士
　　　　 工

く

藤
ど う

 俊
と し

輝
き

消防士
　　　　

教
育
委
員
長
に

　

熊
谷 

勤
巳
さ
ん
が
就
任

　

佐
々
木
分
署
長
以
下
︑
６
人
が
田
野
畑
分
署
へ
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
災
や
火
災
な
ど
か
ら
村
民
の
生
命
財
産
を
守
り
ま
す
。

　現在、高校仮設団地駐車場として利用している旧岩泉
高校田野畑校のグラウンド跡地に村防災まちづくり拠点
施設を建設します。工事は４月下旬に着工し 12 月の完
成を目指して進めます。
　建物は鉄骨造り２階建て、広さは１階が 518㎡、２階が
218㎡で、沿岸部の水門の遠隔操作室や大規模災害時の災
害対策本部機能などを備え、本村防災の拠点となる施設
です。
　工事費は約２億 6244 万円で、国の復興交付金で賄われ
ます。

田野畑中学校

田野畑小学校

　
　　　　　

　

宮
古
消
防
署
田
野
畑
分
署
員
の
異
動
紹
介

復興事業の円滑な実施を図るた
め、９人の応援職員が新たに駆
け付けました。今年度は合計13
人の派遣職員が村の復興を支援
してくれます。

仲
な か

村
む ら

 公
こ う

生
き

建設第一課
主事　　　

（岩手県）

　平成25年10月１日 か ら 空 席 と
なっていた田野畑村教育委員会委
員長に熊

くまがい

谷勤
いそ

巳
み

さん（51）が３月
31 日就任しました。任期は平成
26 年９月30日までです。

８人の新採用職員を加え、復興事業を加速させます
　

村
の
新
し
い
副
村
長
に
︑
菊き

く

地ち

昭あ
き

夫お

さ
ん
︵
60
︶
が
就
任

し
ま
し
た
。
任
期
は
４
月
２
日
か
ら
４
年
間
で
す
。
菊
地
副

村
長
は
栃
木
県
大
田
原
市
出
身
。
昭
和
52
年
︑
盛
岡
市
役
所

に
入
庁
し
︑
上
下
水
道
部
長
な
ど
を
経
て
︑
今
年
３
月
に
総

務
部
長
で
定
年
退
職
し
︑
副
村
長
へ
就
任
し
ま
し
た
。
村
へ

は
奥
様
を
伴
い
赴
任
。
趣
味
は
ツ
ー
リ
ン
グ
で
す
。

　

職
員
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。

就任早々、三陸鉄道再開という明るい出
来事がありました。今後もマレットゴル
フ場や島越駅の営業再開、高台移転地の
造成完了、新観光船の就航など明るい話
題が続きます。キラリと光輝く田野畑村
であるために全力で業務に取り組みます。

熊
く ま

谷
が い

 航
こ う

大
き

復興対策課
主事　　　

羅賀出身 19 歳。高校仮
設住宅に住んでいます。
被災者に寄り添い復興
のために頑張ります。

任期
付き

三
み

浦
う ら

 悟
さ と る

建設第一課
主査　　　笹

さ さ

原
は ら

 敬
け い

悦
え つ

建設第一課
主任主査　 清

き よ

川
か わ

 末
す え

広
ひ ろ

建設第二課
主任　　　

八戸市出身 58 歳。村
の復興に役立てればと
思います。アズビィ仮
設団地で生活します。

久慈市出身 60 歳。県
職員としての経験を田
野畑村の復興の力に生
かしたいです。

岩泉町小本出身 61 歳。
県職員で身につけた技
術を生かし、復興に尽
力したいと思います。

任期
付き

任期
付き

任期
付き

山
や ま

本
も と

 章
あ き

博
ひ ろ

政策推進課
主幹　　　

  県
派遣

青森市出身 41 歳。県
から派遣で赴任しまし
た。復興に貢献できる
よう頑張ります。

新しい副村長に菊地 昭夫さんが就任
山
や ま

﨑
ざ き

 芳
よ し

美
み

生活環境課
主事　　　

藤
ふ じ

森
も り

 大
だ い

輝
き

税務会計課
主事　　　酒

さ か

井
い

 志
し

織
お り

保健福祉課
保健師　　

宮古市出身22歳。新卒
でまだ分からないこと
も多いですが、職場の
先輩の指導を受けなが
ら精一杯頑張ります。

宮古市出身 26 歳。村
内に親戚がおり、よく
遊びに来ていました。
復興に役立てるよう頑
張ります。

神奈川県出身 31 歳。
学生時代に思惟の森
の会で活動。ご縁が
あって半年前から田
野畑村民になりまし
た。笑顔で精一杯頑
張ります。
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皆さんと村行政の橋渡しを手伝ってくれ
る行政区長、民生委員・児童委員、交通
指導員などを紹介します。（敬称略）

　行政区長などを

　　　紹介します。

◆行政区長

行政区 氏　名

北　山 泡淵　　正

机 村田　光輝

池　名 山根　　伸

明　戸 菊地　英公

羅　賀 畠山　拓雄

羅賀仮設 畠山　忠男

田野畑 遠藤　誠治

西和野 畠山　勝美

和　野 工藤　久男

菅　窪 根木地俊機

七　滝 畠山　球語

猿　山 熊谷　康記

大　芦 工藤　正勝

真木沢 畠山　幸一

切　牛 穂高　育雄

浜岩泉 牧原　　勲

島　越 下村　博光

板　橋 関口　勝男

尾肝要 畠山　　弘

巣　合 佐々木哲夫

萩　牛 野﨑　利良

田　代 熊谷　裕典

沼　袋 秋田　秀昭

甲　地 熊谷　和廣

千　丈 畠山　静雄

◆民生委員・児童委員

行政区 氏　名

北　山 平坂　百子

机・池名 上村　牧子

明　戸 道合　勇一

羅　賀 熊谷裕美子

田野畑・板橋 畠山　和子

西和野 泉山　君子

和　野 三上　修一

菅　窪 畠山サエ子

七　滝 熊谷　キミ

猿　山 佐藤千代子

大　芦 金澤　晶子

真木沢 八重樫由美子

切　牛 和山　敏治

浜岩泉 熊谷喜枝子

島　越 下村　博光

千丈・尾肝要 向川原　嚴

巣　合 嘉藤　正義

田代・萩牛 熊谷　勤巳

沼　袋 金子　すみ

甲　地 佐々木あや子

拓洋台※ 畠山　信子

黎明台※ 畠山シノ子
※各団地完成までは、それぞれ
　仮設団地担当となります　

◆�主任児童委員（民生委員・児
童委員を兼ねています）

奥地キミ子（田野畑）

前原　静美（羅　賀）

◆地域協働隊職員

行政区 担当職員 相談役

北　山 武田 　律子

久保　　豊机 向井　 俊一

池　名 平坂　　聡

明　戸 工藤　 光幸

佐藤　俊一
羅　賀

畠山 　裕晃
畠山 多加子

田野畑 坂本　　大

畠山　恵太

西和野 金子　 和也

和　野 大澤　香苗

菅　窪 大澤　広美

七　滝 畠山　淳一

猿　山 佐々木 賢司

熊谷　吉秀

大　芦 工藤 　光昭

真木沢 晴山 美恵子

切　牛 佐々木 　靖

浜岩泉 角舘　　尚

島　越
大森　　泉
工藤　 真樹

佐々木卓男

板　橋 佐藤 　和子 畠山　恵太

尾肝要 佐々木 和也

奥地　弘武

巣　合 小川　 美幸

萩　牛 前川　 恵美

田　代 佐 藤  智 佳

沼　袋 菊地 　正次

甲　地 横山 　順一

千　丈 佐々木　 潤

地域協働隊職員を活用しましょう
　村は、地域と行政との情報交換を円滑に
し、住民自治の定着・充実を図り、自主
的な活動が展開される地域を目指し、地
域協働隊職員を各地区に配置しています。
　大小問わず、地域の課題は地域協働隊
職員までご連絡ください。担当課へ連絡
し、速やかに対応を検討のうえ、地域に
回答します。

交通指導員は小学校や保育園の交通安全教育活動なども実施しています
（写真は４月16日の田野畑小学校交通安全教室の様子）

◆交通指導員　　　
役　職 氏　名
隊　長 　箱石　大典
副隊長 　鍬形　　静
隊　員    佐々木禮二郎 上村　浩司 畠山　沙織

　

25
年
度
に
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
寄
付
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
別
内
訳
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
自
然
環
境
の
保
全

　

31
万
５
０
０
０
円︵
９
件
︶

②
農
山
漁
村
の
歴
史
文
化
の
保
存

　

11
万
円
︵
６
件
︶

③
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
整
備

　

11
万
５
０
０
０
円
︵
３
件
︶

④
福
祉
・
健
康
の
推
進

　

25
万
５
０
０
０
円
︵
６
件
︶

⑤
子
ど
も
の
教
育
・
少
子
化
対
策

　

41
万
５
０
０
０
円
︵
34
件
︶

⑥
指
定
な
し

　

５
２
４
万
２
３
５
４
円
︵
27
件
︶

　

平
成
19
年
度
に
導
入
し
た
「
田
野
畑
む
ら
づ
く
り
基
金
」
は
、
村
が
提
示
し

た
５
つ
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
皆
さ
ん
に
使
途
を
選
択
し
て
も
ら
い
寄
付
を
い

た
だ
く
も
の
。
村
へ
の
思
い
を
具
現
化
し
、
個
性
豊
か
で
活
力
が
あ
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
第
７
期
と
な
る
25
年
度
は
、
全
国
各
地
の

皆
さ
ん
か
ら
約
６
４
５
万
円（
85
件
）の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

25
年
度
は
、
初
め
て
基
金
を
財
源
と
し
た
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
業

と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
整
備
に
関
す
る
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

19
～
25
年
度
の
基
金
積
立
総
額
は
３
２
５
５
万
円
余
り（
５
４
１
件
、
運
用

益
含
む
）、基
金
取
り
崩
し
総
額
は
３
５
９
万
円
、基
金
残
額
は
２
８
９
６
万
円

余
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■メニュー別寄付の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項　　目 19 ～ 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 取崩額計 合　計

①自然環境の保全 436,000 55,000 120,000 300,000 315,000 1,226,000 0

②歴史文化の保存 135,000 15,000 20,000 35,000 110,000 0 315,000

③自然エネルギー 65,000 30,000 110,000 25,000 115,000 345,000 0

④福祉・健康推進 425,000 265,000 130,000 129,000 255,000 0 1,204,000

⑤子どもの教育　 860,000 215,000 905,000 1,429,195 415,000 0 3,824,195

⑥指定なし　　　 6,075,149 5,416,300 5,800,000 3,066,372 5,242,354 2,019,000 23,581,175

寄付金計 7,996,149 5,996,300 7,085,000 4,984,567 6,452,354 ー 28,924,370

運 用 益 15,130 11,950 5,532 5,192 6,374 ー 44,178

基金合計 8,011,279 6,008,250 7,090,532 4,989,759 6,458,728 3,590,000 28,968,548

◆
シ
ロ
バ
ナ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
落
再
生

　

事
業
︙
自
然
環
境
保
全
と
自
然
保

　

護
意
識
の
啓
発
を
図
る
た
め
︑
北

　

山
崎
周
辺
に
苗
木
４
０
０
本
の
植

　

樹
を
行
い
︑
説
明
板
を
設
置
︵
事

　

業
費
２
４
１
万
８
０
０
０
円
︶

◆ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事

業
︙
環
境
に
優
し
い
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
し
︑
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
や
災
害

に
強
い
村
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
︑
対
象
設
備
を
導
入
す
る
世
帯

に
対
し
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
。
15
世
帯
が
利
用
︵
事
業
費

２
３
４
万
４
０
０
０
円
︶

政
策
メ
ニ
ュ
ー
別

実
施
事
業
の
概
要

む
ら
づ
く
り
基
金
の
概
要

基
金
取
り
崩
し
初
の
事
業
化

シロバナシャクナゲの開花時期は６月上旬から約１カ月間。白く愛らしい花をぜひ見に来てください。
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　田野畑中学校（関向正
まさ

俊
とし

校長、生徒100

人）の入学式が４月５日同校体育館で行わ
れ、41人の新入生が中学校生活をスタート
させました。関向校長はあいさつで「夢を
持ち、失敗を恐れず挑戦し続けることが大
切。チャレンジして失敗することを恐れる
よりも何もしないことを恐れよう」と本田
宗一郎氏の言葉を引用し、挑戦し続けるこ
との重要性を説きました。父兄らは、生徒
たちがこの言葉を胸に留め、飛躍の糧にす
ることに期待している様子でした。

中学生は失敗を恐れず挑戦を元気あふれる27人が小学校入学
　田野畑小学校（大芦教

のり

子
こ

校長、児童151人）
の入学式が４月８日、同校体育館で行われ
ました。行儀良く入学式に臨んだ27人の新
入生は、担任からの呼名に元気よく返事を
して小学生の仲間入りをしました。石原弘
村長は「小学校統合から５年、震災から４

年を迎えるにあたり、生きる力の基礎づく
りを小学校では身につけてほしいです。上
級生をお手本にしてみんな仲良く、楽しく
過ごしてください」とお祝いの言葉を送り
ました。友達に負けない大きな口を開けて返事をする新1年生

若桐園児が交通安全の呼びかけ
　道の駅たのはた駐車場で４月７日、春の
全国交通安全運動に合わせて交通安全キャ
ンペーンを行いました。
　キャンペーンには岩泉警察署、村老人ク
ラブ連合会など８団体35人が参加。ドライ
バーに子どもと高齢者の交通事故防止など
を訴えました。
　啓発グッズを配布した若桐保育園の竹花
丞
じ ょ う

生くん（５つ）は「上手に交通安全を呼び
掛けることができました。僕も交通事故に
は気を付けます」と誓っていました。　

　若桐保育園（鈴木康
やす

子
こ

園長、園児 39 人）
の入園式が４月５日に行われました。
　14 人の新入園児のうち 11 人が３歳未満
児ということもあり、多くの園児が保護者
に抱かれながらの入園式となりました。
　入園児点呼では緊張しながらも元気にお
返事。在園児からお祝いの歌「どろんこと
太陽」で歓迎され新生活をスタートさせま
した。鈴木園長は「安全で事故のない楽し
い保育園づくりを目指し、職員が力を合わ
せてがんばります」と決意を述べました。

保育園で新入園児が元気に登園
　開館４年目を迎えたたのはた児童館（中
里民

たみ

子
こ

館長、園児49人）の入園式が４月11

日に行われました。在園児に迎えられ、18

人の新入園児が緊張した面持ちで式に臨み
ました。
　保護者代表として佐々木大

だ い

さん（37）＝

和野＝は「子どもがどんなに成長するか楽
しみ。小さい体いっぱいに夢や優しさを膨
らませてもらいたい。また家族の絆を深め、
保護者も子どもと一緒に成長したい」とあ
いさつしました。　

希望を胸に…児童館入園式

新入生の工藤丈斗（たけと）君が「可能性を大きく広げられるよう努力する」と宣誓

ワカメ加工作業を小学生が体験
　羅賀海づくり少年団育成会（前原拓

た く

会長）
が４月19日、平井賀漁港でワカメの茎切り
とボイル加工作業体験会を行いました。
　体験会には、羅賀地区の小中学生など約
30人が参加。11月に３センチの種苗だった
ワカメが半年で３メートルにまで成長した
ことの説明を受けると児童たち驚いていま
した。ワカメの葉のない茎の部分を切り落
とし、釜でワカメを煮て冷やすところまで
体験、見学。湯通ししたワカメが鮮やかな
緑色に変わると歓声を上げていました。

初めての呼名に恥ずかしそうに手を挙げる工藤銀太（ぎんた）くん

たのはた牛乳を渡して交通安全を呼び掛ける似内陽（ひなた）ちゃん

お兄さん、お姉さんを見習って、元気に児童館に通います

次々とワカメの茎を切っていく畠山歩（あゆみ）ちゃん。やっぱり浜の女子はて
･

ど
･

が良い！
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火　災
（３月21日～４月20日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　０件
無火災の連続記録
（４月20日現在） 406日

人口と世帯
４月１日現在 (　) は前月比

 人口　  3,708人（-25）
 　男　  1,838人（-10）
 　女　  1,870人（-15）
 世帯  1,429世帯（- 4）

●知知 いろいろなお知らせ

●募募 参加者などを募集中

　仕事についての悩みを持つ人
をサポートする「ジョブカフェ
みやこ」が５月 18 日から試行
的に日曜日も開設されます。小
さなことでも 1 人で悩まず相談
してみましょう。
◆開設時間…平日は午前10時～
　午後５時、日曜日は午前10時
　～午後４時（土曜日・祝日・年
　末年始は休業）　
◆開設場所…宮古駅前キャトル
　５階
◆業務内容…仕事の悩み相談、
　パソコンによる仕事の適性判
　断、応募書類の書き方や面接
　の指導、各種情報提供など
◆�利用料金…無料
◆�問い合わせ先…宮古地域振興

センター（☎0193-64-2211）

●知知 「ジョブカフェみやこ」日曜も開設

たのはた放課後児童クラブが開設
　村は、昨年までたのはた児童
館で実施していた小学校低学年
児の放課後学童保育について、
開設場所などを変更して実施し
ています。
◆対象児童…小学１～３年生の
　児童で、放課後に保護者が労
　働などにより保育することが
　できない児童
◆開設日…月～土曜日。ただし
　祝日、お盆（８月13日～16日）、
　年末年始（12月29日～１月３

　日）を除く
◆開 設 時 間 …【月～金曜日】放
　課後～午後６時30分【土曜日】
　午前８時～午後６時【長期休
　暇等】午前８時～午後６時30分
◆開設場所…アズビィホール
◆保護者負担金…１人につき 

　8,000円（２人目4,000円、３

　人目以降2,000円）
◆利用登録…利用には事前の申
　し込みが必要です
◆申し込み・問い合わせ…生活
　環境課（☎34-2114 内線22）

田野畑村は働くお父さん、お母さんを応援します

日　時 場　所

５
月
22
日
㈭

9:00 千　丈・ 地区公民館

9:20 甲　地・ 三沢バス停～日向バス停

9:35 甲　地・ 細沢バス停付近

9:50 甲　地・ 甲地バス停付近

10:00 甲　地・ 地区公民館

10:20 田　代・ 地区公民館

10:55 沼　袋・ 旧フクゼン

11:10 巣　合・ 地区公民館

11:20 尾肝要・ 佐々木治助氏宅前

11:55 板　橋・ 地区公民館

13:40 西和野・ 工藤市也氏宅前

14:15 和　野・ 民宿藤波前

14:30 アズビィ仮設住宅団地

14:40 菅　窪・ 畠山正一氏宅前

15:00 七　滝・ 地区公民館

15:15 七　滝・ 鉄山口バス停付近

日　時 場　所

５
月
21
日
㈬

9:00 猿　山・ 猿山バス停付近

9:30 大　芦・ 牧原商店前

9:40 浜岩泉・ 地区公民館

10:30 真木沢・ 地区公民館

10:40 切　牛・ 望洋館

11:00 島　越・ 防災センター

11:15 島　越・ 松前沢バス停付近

11:30 羅　賀・ 旧羅賀児童館

13:30 明　戸・ 地区公民館

13:45 池　名・ 地区公民館

14:05 　机　・ 拓心館

14:25 北　山・ 北山崎入口付近

15:20 田野畑・ 地区公民館

15:30 田野畑・ 四方見山公園

※�時間は受付終了時間です。時間を過ぎた
ら次の場所に移動します。多少遅れる場
合もありますので了承ください

■狂犬病予防接種の巡回日程

　犬を飼育している人は、村へ
登録し、狂犬病予防注射を受け
させることが法律で決められて
います。予防接種は村内各地区
を巡回して実施します。都合の
良い時間・場所で飼い犬に予防
注射を受けさせてください。
◆対象…生後 91 日以上の全て
　の犬
◆料金…注射のみ 3,100 円、注
　射と新規登録 6,100 円（訪問
　注射は 1,000 円加算）
◆新規登録…登録は、

▲

犬種

▲

　毛色

▲

性別

▲

名前

▲

生年月日
　を接種場所で係員に知らせて
　ください。
◆訪問注射…巡回場所での接種
　が難しい場合は、訪問注射を
　受け付けます。希望する人は
　５月16日㈮までに電話で申し
　込んでください

●知知 狂犬病予防接種を忘れずに

◆その他…転出するときや飼い
　犬が死亡したときは忘れずに
　届け出てください

◆申し込み・問い合わせ先…
　生活環境課（☎ 34-2111　内
　線 22）

　村は、行政情報を公開してい
ます。手続き方法など詳しい内
容は問い合わせてください。
◆平成25年度の公開実施状況
　・開 示 請 求 件 数　０件
　・開示決定等件数　０件
　・異 議 申 立 件 数　０件
◆�問い合わせ先…総務課（☎
34-2111　内線11）

●知知 行政情報を公開しています

　野生サクラ草ネットワーク主
催の「第 10 回野生サクラ草サ
ミット」が本村で開催されます。
サクラソウをはじめ、岩手県沿
岸北部に見られる希少植物につ
いて学んでみませんか。どなた
でも参加できますので、多数お
集まりください。
◆期日…5 月 24 日 ( 土 ) 

◆時間・内容…① 10:30 ～ 11:30

　サクラソウ観察（田代地区）、
　② 13:00 ～ 16:30 基調講演、
　実践発表（しおさい交流セン
　ター）、③ 17:30 ～ 21:15 交
　流会、星空観察（ホテル羅賀荘）
◆参加料…交流会に参加する人
　のみ 4,000 円

サクラ草サミットを開催 ◆申し込み方法…交流会参加者
　のみ５月 16 日 ( 金 ) までに
　申し込んでください。観察な
　どへの参加申し込みは不要
◆申し込み、問い合わせ先…田
　野畑・岩泉サクラソウを守る
　会事務局（佐藤☎・Fax34-　
　2816）

　東日本大震災の被害を受けた
ことなどにより新しく住宅を建
築しようとする人で、やむを得
ず農地に建築する場合は、農振
除外と農地転用許可が必要です。
　手続きやその後の住宅建築な
どをスムーズに進めるため、申
し出期限を設けて受け付けてい
ます。農地への住宅建築予定が
ある人は、早めの申し出を心掛
けてください。
◆�受付期限…①５月30日㈮　②
８月29日㈮　③ 10 月 31 日㈮
④平成 27 年２月 27 日㈮

◆�その他…申し出状況により期
限を変更する場合があります

◆�申し出・問い合わせ先…産業
振興課（☎34-2111　内線71）

●知知 農振除外の申し出を受付中●募募

　岩手県立病院では、薬剤師・
看護婦などの職員採用選考試験

【特別募集】を行います。
◆試験区分・職種…【区分Ａ】
　薬剤師、診療放射線技師、言
　語聴覚士、管理栄養士、助産
　師、看護師【区分Ｂ】助産師、
　看護師
◆勤務地…【区分Ａ】全県立病
　院【区分Ｂ】被災沿岸地域の
　県立病院
◆受験資格…【区分Ａ】受験職
　種の免許などを有する 37歳
　未満（昭和 52年４月２日以降
　生まれ）の人。【区分Ｂ】助
　産師免許または看護師免許を
　取得してから、平成26年４月
　末日現在、同職として業務に
　通算して３年以上従事した経
　験があり 40歳未満（昭和 49年
　４月２日以降生まれ）の人
◆第１次試験日…５月 25 日㈰
◆試験会場…盛岡・東京
◆申込期限…５月 14 日㈬
◆採用予定日…８月１日㈮また
　は８月１日㈮から 10 月１日㈬
◆その他…詳しくは県立病院ホ
　ームページをご覧ください
◆問い合わせ先…岩手県医療局
　職員課（☎ 019-629-6322）

県立病院職員採用試験について●募募

●知知 最低賃金引き上げ支援対策のご案内

　厚生労働省では、中小企業の
事業主を対象に最低賃金引き上
げ支援対策として「業務改善
助成金」（最高 100 万円、下限
５万円）を交付します。詳しく
は岩手労働局労働基準部賃金室

（☎019-604-3008）へお問い合わ
せください。

●知知 乗り物時刻表の訂正について

　村で 4 月に全世帯配布した
「田野畑村 乗り物時刻表」の三
陸鉄道「久慈から宮古へ」の第
1 便の時刻に誤りがありました
ので訂正します。ご迷惑をおか
けしました。

駅　名 正 誤
陸 中 野 田 5:28 5:33
野 田 玉 川 5:33 5:28
堀　　 内 5:39 5:44
白 井 海 岸 5:44 5:39
普　　 代 5:52 6:01
田 野 畑 6:01 5:52
島　　 越 6:05 6:15
小　　 本 6:15 6:05
摂　　 待 6:20 6:29
田　　 老 6:29 6:20
佐 羽 根 6:34 6:39
一 の 渡 6:39 6:34
山 口 団 地 6:45 6:49
宮　　 古 6:49 6:45
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おめでた　　 おくやみ

　問題の答えをはがきに書いて、
役 場 政 策 推 進 課 (5月21日まで)
にお送りください。正解者の中
から抽選で１名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ�１　４月19日にワカメの茎切
り体験をしたのは？

　　Ａ）羅賀海づくり少年団
　　Ｂ）北の湖

うみ

づくり少年団
　　Ｃ）白鵬と日馬富士

Ｑ�２　三鉄開業に登場したドラ
マ「あまちゃん」の駅長と副
駅長の名前は？

　　Ａ）大助と花子
　　Ｂ）大吉と吉田
　　Ｃ）だん吉となお美
　　　　　　
■前号（４月号）の正解
　Ｑ１→Ｂ、Ｑ２→Ｂ
■当選者（敬称略）
　�奥地正太郎（甲地）、上山明美

（田野畑）、熊谷正初（田野畑）、
中村志会之助（埼玉県）

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（４月20日現在）

寄付金総額 3276万1370円
546件（村内119件、県内150件、県外277件）

取り崩し額 　　 359万0000円　　
基金残額

( 運用益を含む） 2921万5548円
「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ

をご覧いただくか、総務課（☎34-2111内線15）までご連絡ください。

役立ちカレンダー� 期間：５月７日㈬～６月１日㈰

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

５月
７日 ㈬ アズビィ健康スポーツ教室

「バドミントン教室」
アズビィ体育館
（毎週水曜日）

20:00 ～
21:00 教育委員会

９日 ㈮ アズビィ健康スポーツ教室
「フットサル教室」

アズビィ体育館
（毎週金曜日）

19:00 ～
21:00 教育委員会

12日 ㈪ アズビィ健康スポーツ教室
「卓球・ソフトバレー教室」

アズビィ体育館
（毎週月曜日）

19:30 ～
21:00 教育委員会

14日 ㈬ アズビィ絵画教室
「誕生花を描こう」

アズビィ学習センター
（毎週水曜日）

13:30 ～
15:30 教育委員会

14日 ㈬ 乳児健診 健診センター 13:00 ～
15:30

保健福祉課
（内線54）

15日 ㈭ あすからのくらし相談会 保健センター 13:00 ～
15:00

保健福祉課
（内線50）

18日 ㈰ 田野畑中学校体育祭 中学校グラウンド 08:55 ～
14:30

田野畑中学校
（☎34-2301）

21日 ㈬
巡回狂犬病予防接種 詳しい巡回日程は本紙 13 ページ

を確認してください
生活環境課
（内線22）

22日 ㈭

23日 ㈮ アズビィ健康スポーツ教室
「ヨガ教室」

アズビィホール
（隔週金曜日）

18:45 ～
20:45 教育委員会

24日 ㈯ 診療所休診 診療所

25日 ㈰ 村消防団大演習 田野畑小学校　他 08:00 ～
11:45

消防田野畑分署
（☎34-2100）

6月
1日 ㈰ 田野畑小学校運動会 小学校グラウンド 08:50 ～

15:00
田野畑小学校
（☎34-2050）

役場☎34-2111 ／ 教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健福祉課☎33-3102

◆問い合わせ先…教育
　委員会（☎34-2226）

〔平成26年３月届け出分〕
（敬称略）

●健やかに　～誕生～
　三浦　このめ　ちゃん
　　　　太知・咲奈　　島　越

　髙橋　凛音（りのん）ちゃん
　　　　和美・歩美　　菅　窪

　佐々木　琉生（るい）くん
　　　　　敏也・春香　菅　窪

　田河原　翔輝（しょうき）くん
　　　　　憲幸・幸恵　浜岩泉

♥末永く　～結婚～
　佐藤　祐樹　　羅　賀 ♥羅　賀
　山下　友花里　盛岡市

■安らかに　～お悔やみ～
　向　井　博　順（73）　　机
　熊　谷　啓　子（79）　七　滝
　熊　谷　昭　一（78）　七　滝
　工　藤　順　江（60）　島　越

はまなす号巡回カレンダー 期間：５月21日㈬～22日㈭
◆はまぎくコース（机・北山方面）
月　日 場　　所 時　間

５月21日  ㈬
グループホームつくえ付近 9:40 ～ 10:00
北山地区総合センター 10:10 ～ 10:25

◆たんぽぽコース（真木沢・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間

５月21日  ㈬
佐藤進氏宅付近 11:05 ～ 11:20
望洋館 11:30 ～ 11:45

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

５月22日  ㈭
産直プラザ尾肝要 9:45 ～ 10:00
山栄会リアス倶楽部付近 10:10 ～ 10:40
甲地公民館 10:50 ～ 11:05
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の
長
男
と
し
て
盛
岡
市

で
生
ま
れ
︑
明
治
15
年
７
月
に
田
野

畑
小
学
校
創
設
６
年
目
に
校
長
と
し

て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
︑
小

本
小
学
校
長
な
ど
を
経
て
︑
再
び
田

野
畑
小
学
校
長
を
勤
め
ま
し
た
。
し

か
し
明
治
21
年
９
月
17
日
︑
41
歳
の

若
さ
で
急
逝
さ
れ
︑
夫
人
さ
め
さ
ん

も
１
週
間
後
に
夫
の
後
を
追
う
よ
う

に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に

残
さ
れ
た
幼
児
の
一
人
は
後
に
盛
岡

市
長
と
な
る
見
坊
田た

靏ず

男お

氏
で
す
。

　

見
坊
夫
婦
の
墓
碑
は
︑
田
野
畑
小

学
校
前
の
川
原
の
自
然
石
を
墓
石
と

し
︑
田
野
畑
公
墓
地
の
一
角
に
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
に
︑
兼
雄
氏
の
ご
子
息
は
田
野

畑
小
学
校
に
対
し
︑
多
額
の
浄
財
の

寄
付
の
ほ
か
︑
ピ
ア
ノ
や
図
書
を
寄

贈
さ
れ
﹁
見
坊
図
書
館
﹂
と
し
て
田

野
畑
小
学
校
の
充
実
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
教
育
の
先
達
者
に
衷
心
よ
り

追
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

情
報
提
供
…

　

た
の
は
た
三
閉
伊
一
揆
を
語
る
会

元
田
野
畑
小
学
校
長

 

見
坊
兼
雄 

氏

　

没
後
１
２
５
周
年

№ 工事名 場所 期間 種別 工事概要 入札予定
1 災害公営住宅整備事業（西和野地区）建設工事 菅　窪地

内 130 日間 建築工事 木造平屋建て2棟外 4月
2 平井賀漁港地区水産飲雑用水施設(羅賀浄水系)羅賀地区配管工事 明　戸地

内 120 日間 管工事 導水管L=950m、送水管L=70m、配水管L=450m 5月
3 島越漁港地区水産飲雑用水施設(切牛浄水系)切牛浄水場整備工事 切　牛地

内 330 日間 水道施設工事 浄水施設整備 5月
4 田野畑平井賀線道路改良工事 羅　賀地

内 230 日間 土木工事 施工延長L=130ｍ 5月
5 田野畑平井賀線道路改良工事 羅　賀地

内 180 日間 舗装工事 施工延長L=200ｍ 5月
6 明戸まちづくり連携道路整備工事 明　戸地

内 220 日間 土木工事 施工延長L＝530ｍ 5月
7 村道野場線道路改良舗装工事 田野畑地

内 100 日間 土木工事 施工延長L=70m 5月
8 白池峠（黎明台）団地集会所新築工事 切　牛地

内 150 日間 建築工事 木造平屋建て床面積A＝198.74㎡ 6月
9 平井賀漁港地区水産飲雑用水施設(羅賀浄水系)明戸浄水場施設整備工事 明　戸地

内 270 日間 水道施設工事 井戸新設、浄水場施設整備 7月
10 村道北山崎線道路改良工事 北　山地

内 200 日間 土木工事 施工延長L=220m 7月
11 村道明戸北山線道路改良工事 机地

内 240 日間 土木工事 施工延長L=550m 7月
12 村道菅窪和野線道路舗装工事 和　野地

内 150 日間 舗装工事 施工延長L=580ｍ 7月
13 村道沼袋田代線道路改良工事 田　代地

内 200 日間 土木工事 施工延長L=1000ｍ 7月
14 平井賀漁港（羅賀地区）環境整備工事 羅　賀地

内 220 日間 土木工事 親水護岸工　N=1式他 8月
15 黒沢山（拓洋台）団地集会所新築工事 羅　賀地

内 150 日間 建築工事 木造平屋建て床面積A＝199.36㎡ 8月
16 平井賀漁港地区漁業集落道整備海鳴台線 ( 道路改良その１) 工事 和　野地

内 200 日間 土木工事 L=200m(現場吹付法枠) 8月
17 村道北山崎線道路改良工事 北　山地

内 210 日間 土木工事 施工延長L=230m 8月
18 村道明戸北山線道路改良工事 北　山地

内 240 日間 土木工事 施工延長L=600m 8月
19 サケ遡上阻害対策工事 明　戸地

内 200 日間 土木工事 施工延長L=80ｍ 8月
20 23災第663号平井賀漁港海岸施設復旧工事 平井賀地

内 650 日間 土木工事 防潮堤L=385m 9月
21 平井賀漁港地区漁業集落道整備上川原線道路改良工事 上川原地

内 90 日間 土木工事 施工延長L=165m 9月
22 平井賀漁港地区水産飲雑用水施設 ( 田野畑浄水系 ) 連絡管布設工事 田野畑地内

外 180 日間 水道施設工事 ポンプ場新設1式、管布設工L=750m 10月
23 平井賀地区集落排水施設羅賀浄化槽脱臭設備工事 羅　賀地

内 120 日間 管工事 脱臭装置、電気設備　 10月
24 田野畑平井賀線道路改良その２工事 羅　賀地

内 150 日間 舗装工事 施工延長L=150ｍ 10月
25 村道長嶺線道路改良工事 池　名地

内 180 日間 土木工事 施工延長L=700ｍ 10月
26 村道長嶺線道路改良その２工事 池　名地

内 180 日間 土木工事 施工延長L=700ｍ 10月
27 村道沼袋三沢線道路改良工事 三　沢地

内 150 日間 土木工事 施工延長L=60m 10月
28 島越漁港地区水産飲雑用水施設 ( 切牛浄水系 ) 水源増設工事 切　牛地

内 150 日間 水道施設工事 取水施設増強工事、取水堰、取水ポンプ増設 11月
29 平井賀漁港地区土地利用高度化再編整備県道岩泉平井賀普代線工事 羅　賀地

内 150 日間 土木工事 L=530m 11月
30 平井賀漁港地区漁業集落道整備海鳴台線(橋梁上部工)工事 和　野地

内 120 日間 土木工事 橋梁N=1橋(橋梁上部工) 12月

31 平井賀漁港地区漁業集落道整備平井賀港線 ( 法面工 ) 工事 平井賀地
内 120 日間 土木工事 施工延長L=250m、防護網A=1,970㎡、防護柵

L=66m、排水施設N=1式、ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁N=1式 12月

32 島越地区コミュニティセンター建設工事 島　越地
内 90 日間 建築工事 鉄骨平屋建て床面積A＝394.9㎡ 1月

33 平井賀漁港地区水産飲雑用水施設 ( 田野畑浄水系 ) 田野畑浄水場更新工事 田野畑地
内 90 日間 水道施設工事 緩速ろ過から急速ろ過へ更新（施設能力550㎥/日） 1月

34 島越地区集落排水施設川向浄化槽整備工事 松前沢地
内 90 日間 建築工事 浄化槽、機械器具、電気設備、建築　 1月

35 平井賀漁港（平井賀地区）施設機能強化事業船揚場整備工事 平井賀地
内 30 日間 土木工事 船揚場L=40m 3月

36 島越漁港地区水産飲雑用水施設 ( 切牛浄水系 ) 第 3 水源導水管工事 切　牛地
内 30 日間 水道施設工事 導水管L=780m 3月

37 平井賀地区集落排水施設海鳴台浄化槽整備工事 和　野地
内 30 日間 建築工事 浄化槽、機械器具、電気設備、建築　 3月

38 島越線道路改良舗装工事 島　越地
内 30 日間 土木工事 施工延長L=448m 3月

39 島越駅前広場整備事業（その３）工事 松前沢地
内 30 日間 土木工事 駅前広場Ａ＝1.25ha 3月

40 村道川向線道路改良工事 川　向地
内 30 日間 土木工事 Ｌ＝310m 3月

41 村道島越浜岩泉線道路改良工事 松前沢地
内 30 日間 土木工事 Ｌ＝680m 3月

平成26年度の村営工事の入札執行予定を公表
　　　　村では以下の工事を予定しています

　平成26年度村営建設工事の入札執行予定を告示しました。入札および契約方法は指名競争入札です（ただし、№
20と25、26は指名または公募型競争入札）。詳しいことは、建設第二課（☎34-2113　内線46）に問い合わせてください。

ご協力、
お願いします

142014・５　広報
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３月
 村議会だより

※村議会だよりは広報編集委員会（委員長・中村勝明議員）で編集したものです

　平成 26 年度予算などを審議する第４回定例村議会は平成 26

年３月６日から 14 日まで行い、25 年度一般会計補正予算を含
む 35 議案を可決しました。
　26 年度当初予算など関連議案は予算特別委員会（委員長・
上村繁幸議員、副委員長・佐々木功夫議員）に付託して審議。
一般質問には宮森鋭幸議員・佐々木芳利氏議員・中村勝明議員
の３名が登壇し、当面する村政の問題について質問しました。

○
平
井
賀
漁
港
地
区
漁
業
集
落
道
整
備

海
鳴
台
線
（
橋
梁
下
部
工
事
）
工
事
の

請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
９
９
２
２
万
５
千

円
と
す
る
も
の
。

受
注
者　

熊
谷
建
設
㈱

○
村
道
和
野
平
井
賀
線
避
難
誘
導
施
設

整
備
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し

議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
１
億
９
２
０
万
円

と
す
る
も
の
。

受
注
者　

高
徳
建
設
㈱　

○
平
井
賀
地
区
集
落
排
水
施
設
上
川
原

浄
化
槽
整
備
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
５
５
９
６
万
５
千

円
と
す
る
も
の
。

受
注
者　

大
豊
建
設
㈱
東
北
支
店

○
島
越
駅
前
広
場
整
備
事
業（
そ
の
２
）

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
１
億
４
８
０
５
万

と
す
る
も
の
。

受
注
者　

佐
藤
建
設
㈱

○
田
野
畑
村
野
外
活
動
交
流
促
進
施
設

整
備
（
キ
ャ
ン
プ
場
等
）
工
事
の
請
負

契
約
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
１
億
２
６
０
０
万

円
と
す
る
も
の
。

受
注
者　

大
豊
建
設
㈱
東
北
支
店

○
田
野
畑
村
防
災
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施

設[

本
館]
建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
関

し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
２
億
５
５
１
５
万

円
と
す
る
も
の
。

受
注
者　

鉄
建
建
設
㈱
東
北
支
店
。

○
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

・
災
害
公
営
住
宅
に
供
す
る
建
物
を
買

入
れ
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

取
得
す
る
財
産
及
び
契
約
の
相
手
方

取
得
額
１
億
３
６
２
１
万
９
６
５
０
円

で
︑
木
造
戸
建
て
住
宅
７
戸
及
び
屋
外

物
置
７
個
。

代
表
企
業
㈲
熊
谷
住
建

外
３
社

○
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

・
災
害
公
営
住
宅
等
建
設
用
地
に
供
す

る
土
地
を
買
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

契
約
の
相
手
方

　
　

岩
手
県
土
地
公
社

　

所
在
地

　
　

田
野
畑
村
切
牛
１
０
９
番
地
67
ほ
か

　

取
得
面
積

　
　

２
８
５
０
・
７
６
㎡

　

取
得
価
格

　
　

１
７
９
２
万
３
７
２
９
円

○
田
野
畑
村
観
光
船
発
着
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

平
成
26
年
度
当
初
予
算
を
可
決

一
般
会
計
予
算
総
額
１
３
９
億
85
百
万
円

前
年
度
当
初
予
算
よ
り
32
・
６
％
の
減
に

議
決
し
た
主
な
議
案
等

・
村
観
光
船
発
着
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
た
。

○
田
野
畑
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

・
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
及
び

管
理
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
た
。

○
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ベ
イ
リ
ー
基
金
条
例

・
国
際
交
流
の
推
進
及
び
早
稲
田
大
学

と
の
交
流
推
進
に
要
す
る
経
費
に
資
す

る
た
め
︑
制
定
す
る
も
の
。

○
田
野
畑
村
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
︑

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

○
田
野
畑
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
９
課
を
６
課
と
す
る
一
部
改
正
に
つ

い
て
提
案
さ
れ
た
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
一
般
職
の
給
与
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
︑

国
の
例
に
準
じ
る
た
め
︑
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
。

○
田
野
畑
村
児
童
及
び

生
徒
医
療
費
給
付
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例・児
童
及
び
生
徒
の
医

療
費
助
成
の
対
象
に
高

等
学
校
に
在
学
し
て
い

る
者
を
加
え
る
た
め
の

改
正
を
す
る
も
の
。

○
田
野
畑
む
ら
づ
く
り
基
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
寄
付
金
を
財
源
と
し
て
行
う
事
業
に

観
光
振
興
に
関
す
る
事
業
を
加
え
る
た

め
の
改
正
を
す
る
も
の
。

○
道
理
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
道
路
法
︑
道
路
法
施
行
令
及
び
消
費

税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
︑
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
。

○
田
野
畑
村
簡
易
水
道
等
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
給
水
区
域
の
変
更
及
び
消
費
税
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
︑
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
。

○
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・
集
落
排
水
処
理
施
設
を
あ
ら
た
に
設

置
す
る
こ
と
及
び
消
費
税
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
︑
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

○
田
野
畑
村
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
消
費
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
︑
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

○
平
成
25
年
度
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
15
号
）

・
60
億
３
８
４
０
万
９
千
円
を
減
額
し
︑

総
額
を
１
２
６
億
７
３
５
６
万
９
千
円

と
す
る
も
の
。

○
平
成
25
年
度
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
事
業
勘
定　

２
０
０
８
万
８
千
円
を

減
額
追
加
し
︑
総
額
を
６
億
５
５
７
７

万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

・
診
療
施
設
勘
定　

８
６
２
万
９
千
円
を
減

額
し
︑
総
額
を
１
億
３
８
０
４
万
１
千

円
と
す
る
も
の
。

○
平
成
25
年
度
村
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

・
９
億
４
４
４
０
万
９
千
円
を
減
額
し
︑

総
額
を
２
億
４
４
４
５
万
円
と
す
る
も
の
。

○
平
成
25
年
度
村
集
落
排
水
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
４
億
６
７
４
５
万
６
千
円
を
減
額
し
︑

総
額
を
２
億
６
４
６
７
万
５
千
円
と
す

る
も
の
。

○
平
成
25
年
度
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
保
険
事
業
勘
定　

26
万
３
千
円
を
追

加
し
︑
総
額
を
４
億
９
６
２
８
万
６
千

円
と
す
る
も
の
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

13
万
円
を
減
額
し
︑
総
額
を
２
６
６
万

４
千
円
と
す
る
も
の
。

○
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

・
10
万
円
を
追
加
し
︑
総
額
を
３
１
６

９
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

○
田
野
畑
村
副
村
長
の
選
任
に
関
し
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
菊
地
昭
夫
氏
︵
盛
岡
市
︶
を
村
副
村

長
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提

案
さ
れ
︑
適
任
と
認
め
選
任
す
る
こ
と

と
し
た
も
の
。

<

質
問>　

石
原
村
政
が
ス
タ
ー
ト
し
約

半
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
︑

新
年
度
に
向
け
た
抱
負
と
予
算
編
成
に

つ
い
て
の
重
点
及
び
新
規
目
玉
事
業
は

何
か
伺
い
た
い
。

<

村
長>　

東
日
本
大
震
災
︑
平
成
の
三

陸
の
大
津
波
に
よ
っ
て
尊
い
命
が
失
わ

れ
︑
全
て
の
財
産
を
失
っ
た
喪
失
感
や

悲
し
み
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
田
野
畑
村
の
風
土
と
人
情
が
地

域
を
支
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
村
民

一
人
一
人
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
︑
向
き
合
い
︑
村
民
と
手
を
携

え
て
諸
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。
全
て
は
村
民
の
た
め
︑

村
民
が
主
役
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
村
民

と
心
を
合
わ
せ
︑
心
を
一
つ
に
し
て
︑

公
平
性
︑
平
等
性
を
堅
持
し
な
が
ら
村

民
に
よ
る
村
民
の
た
め
の
村
政
運
営
に

徹
し
︑
初
心
を
忘
れ
ず
﹁
新
生
た
の
は

た
﹂
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
度
の
予
算
編
成
の
重
点
は
︑
被
災

一
　
般
　
質
　
問宮森 鋭幸議

員

佐々木 功夫副委
員長

上村繁幸　　　
委員長

島越に建設された観光船発着施設
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併
せ
て
事
務
の
効
率
化
を
図
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
︑
私
は
む
し
ろ
復
興
に
は

遅
れ
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
復

興
関
係
課
も
な
く
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
︑
復
興
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
ば

か
り
の
時
期
で
の
課
再
編
成
は
復
興
事

業
が
後
退
と
な
る
こ
と
か
ら
︑
議
員
各

位
の
ご
賛
同
を
願
い
こ
の
議
案
に
反
対

す
る
も
の
で
す
。

<

賛
成>　

菊
地
大
議
員

　

26
年
度
予
算
は
昨
年
に
続
い
て
の
大

型
予
算
と
な
り
そ
の
多
く
が
震
災
関
連

事
業
で
あ
り
交
付
金
事
業
数
も
多
い
予

算
編
成
で
あ
り
ま
す
。
震
災
か
ら
の
早

期
復
興
︑
健
全
な
財
政
運
営
と
村
民
福

祉
の
向
上
を
め
ざ
し
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
と
い
う
村
長
の
施
政
方
針

に
も
同
感
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
予
算
に
よ
り
︑
村
の
未
来
に

希
望
が
持
て
住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
向

け
て
躍
進
す
る
こ
と
を
当
局
に
求
め
て

提
案
さ
れ
た
予
算
案
等
に
つ
い
て
賛
成

す
る
も
の
で
す
。

<

賛
成>　

宮
森
鋭
幸
議
員

　

26
年
度
予
算
は
多
く
の
震
災
復
興
関

係
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
推

進
し
全
力
で
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
︑
村
民
の
安
心
安
全
な

村
づ
く
り
と
な
り
︑
村
民
の
安
心
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
こ
の
予
算

案
等
に
つ
い
て
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

<

村
長>　

全
国
的
な
問
題
で
あ
り
ま
す

が
︑
や
は
り
所
得
が
伴
い
︑
儲
か
る
農

林
漁
業
で
あ
っ
て
こ
そ
︑
な
り
わ
い
の

継
続
︑
担
い
手
対
策
に
な
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
26
年
度
か
ら
は
︑
こ
れ
ま
で

の
事
業
に
加
え
産
地
化
︑
ブ
ラ
ン
ド
化
︑

高
収
入
に
つ
な
が
る
施
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
新
規
就
農
者
対
策
を
拡
充
し
ま

す
。
村
の
特
産
品
開
発
で
す
が
︑
村
公

社
の
み
な
ら
ず
漁
協
女
性
部
な
ど
６
次

産
業
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
︑
主
要
作
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進
︑
６
次
産
業
推
進
事
業
︑
優
良
肉

牛
・
乳
牛
生
産
支
援
事
業
等
で
す
。
加

え
て
民
間
企
業
で
あ
る
キ
リ
ン
絆
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
の
支
援
に
よ
る
６
次
化
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。

　　

予
算
特
別
委
員
会
で
審
議
し
た
平
成

26
年
度
予
算
等
に
つ
い
て
︑
賛
成
の
立

場
か
ら
宮
森
鋭
幸
議
員
︑
菊
地
大
議
員

の
討
論
︑
反
対
の
立
場
か
ら
佐
々
木
功

夫
議
員
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

<

反
対>　

佐
々
木
功
夫
議
員

　

今
回
提
案
さ
れ
て
い
る
課
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
で
す
が
︑
現

在
の
課
を
減
ら
し
編
成
す
る
こ
と
で
︑

大
震
災
の
か
ら
の
復
興
業
務
の
加
速
︑

と
こ
ろ
で
す
。

<

質
問>　

震
災
復
旧
の
到
達
を
踏
ま
え

た
漁
業
振
興
策
に
つ
い
て
︑
養
殖
漁
業
︑

共
同
利
用
船
確
保
︑
サ
ケ
の
増
養
殖
︑

定
置
網
漁
︑
漁
業
従
事
者
の
推
移
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

<

村
長>　

わ
か
め
養
殖
施
設
は
５
７
０

台
で
復
旧
が
完
了
し
て
い
ま
す
。共
同

利
用
漁
船
に
つ
い
て
は
︑２
９
９
隻
に

対
し
２
９
７
隻
の
納
船
が
完
了
し
て
い

ま
す
。サ
ケ
ふ
化
場
に
つ
い
て
は
︑新
し

い
ふ
化
場
が
昨
年
９
月
か
ら
稼
働
し
２

月
下
旬
か
ら
稚
魚
の
放
流
が
始
ま
っ
て

お
り
５
月
上
旬
ま
で
に
６
０
０
万
尾
を

放
流
の
予
定
で
す
。定
置
網
漁
は
小
型

定
置
が
三
ケ
統
稼
働
し
て
お
り
︑
26
年

か
ら
は
自
営
の
大
型
定
置
一
ケ
統
︑小

型
定
置
が
一
ケ
統
稼
働
す
る
予
定
で
す
。

漁
業
者
数
は
平
成
21
年
は
組
合
員
が

３
５
６
人
で
し
た
が
︑現
在
は
３
０
０

人
に
減
少
し
て
い
ま
す
。高
齢
化
や
担

い
手
不
足
に
よ
る
漁
業
者
の
減
少
は
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
︑６
次

産
業
推
進
に
よ
る
老
若
男
女
が
生
き
が

い
を
持
ち
従
事
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

配
慮
し
︑い
ま
だ
復
興
途
上
で
あ
る
こ

と
か
ら
こ
れ
が
落
ち
着
い
て
き
た
ら
担

い
手
対
策
や
協
業
化
等
に
も
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

<

質
問>　

一
次
産
業
に
お
け
る
高
齢
者

と
担
い
手
対
策
︑
及
び
特
産
品
開
発
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

考
え
て
い
る
か
。
正
職
員
定
数
と
職
員

採
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
︑

自
治
体
に
お
け
る
非
常
勤
職
員
に
各
種

手
当
を
支
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
地
方

自
治
法
改
正
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
て

い
る
と
聞
く
が
村
当
局
の
把
握
は
ど
う

か
伺
い
た
い
。

<

村
長>　

新
年
度
の
人
事
機
構
に
つ
い

て
は
︑
こ
れ
ま
で
の
事
務
事
業
の
見
直

し
と
併
せ
て
定
数
を
減
ら
し
採
用
を
抑

制
し
て
き
ま
し
た
が
︑
中
堅
職
員
が
少

な
い
状
況
で
あ
り
︑
各
課
に
お
け
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
な
い
と
の
意
見
が

多
く
︑
機
構
改
革
が
必
要
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
村
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
の

条
例
を
上
程
し
て
お
り
ま
す
。職
員
定

数
の
見
直
し
で
す
が
︑震
災
復
興
事
業

を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
村
長
部
局
の
任

期
付
職
員
︑技
術
系
の
派
遣
職
員
を
中

心
に
10
人
増
員
と
し
て
職
員
定
数
の
一

部
改
正
す
る
条
例
を
上
程
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。ま
た
︑正
規
職
員
の
定
数

の
状
況
は
︑近
年
退
職
者
が
多
く
︑そ
れ

を
補
完
す
る
新
規
採
用
職
員
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
正
法
の
案
に

つ
い
て
は
︑
非
常
勤
職
員
の
う
ち
勤
務

形
態
が
常
勤
職
員
に
準
ず
る
者
に
対
し
︑

常
勤
職
員
と
均
衡
を
考
慮
し
た
手
当
を

支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
新
た

に
規
定
す
る
も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
が

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
把
握
し
て
い
な
い

な
ど
を
支
援
す
る
考
え
で
す
。
26
年
度

に
お
き
ま
し
て
は
︑
先
進
地
視
察
や
セ

ミ
ナ
ー
参
加
な
ど
に
よ
り
６
次
産
業
化

に
向
け
て
の
機
運
の
醸
成
を
図
る
ほ
か
︑

本
村
に
お
け
る
６
次
産
業
の
先
駆
者
で

あ
る
漁
協
女
性
部
の
活
動
を
初
め
に
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

<

質
問>　

待
機
児
童
の
解
消
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

<

村
長>　

現
行
施
設
で
あ
る
若
桐
保
育

園
の
人
的
体
制
を
整
え
入
園
い
た
だ
く

こ
と
が
最
も
有
効
な
対
策
と
考
え
て
い

ま
す
。
新
年
度
は
社
会
福
祉
協
議
会
で

複
数
の
新
卒
者
の
採
用
に
よ
り
受
け
入

れ
態
勢
が
整
い
︑
現
時
点
で
は
待
機
児

童
は
発
生
し
な
い
見
込
み
で
す
。
し
か

し
︑
転
入
や
家
事
事
情
の
変
容
な
ど
で

入
所
希
望
者
が
増
え
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
︑
新
年
度
に
お
い
て
は
家
庭
的
保

育
事
業
の
実
施
希
望
者
に
対
す
る
資
格

取
得
︑
施
設
改
修
等
の
支
援
策
を
講
じ

る
予
算
案
を
上
程
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

加
え
て
恒
久
的
対
策
と
し
て
︑
村
育
英

奨
学
金
貸
付
制
度
に
お
い
て
保
育
士
を

位
置
づ
け
る
こ
と
を
村
教
育
委
員
会
に

指
示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　<

質
問>　

新
年
度
の
人
事
機
構
を
ど
う

 
<

質
問>　

震
災
対
応
の
検
証
結
果
に

つ
い
て
説
明
を
伺
い
た
い
。

<

村
長>　

東
日
本
大
震
災
発
生
時
か
ら

の
対
応
や
復
旧
計
画
の
策
定
︑
復
興
交

付
金
事
業
計
画
な
ど
の
経
過
や
内
容
に

つ
い
て
︑
一
つ
一
つ
丁
寧
に
村
民
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
し
︑
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
検
証
に
あ
た
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
︑
村
長

就
任
以
来
住
民
へ
の
説
明
会
を
重
ね
て

開
催
し
︑
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
説
明

責
任
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
︑

そ
の
結
果
と
し
て
現
行
の
計
画
等
を
認

め
て
い
た
だ
け
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

<

質
問>　

産
業
振
興
に
つ
い
て
︑
６
次

産
業
化
推
進
の
具
体
策
を
伺
い
た
い
。

<

村
長>　

国
は
︑
農
山
漁
村
の
所
得
や

雇
用
の
増
大
を
図
る
た
め
地
域
資
産
を

生
か
し
た
６
次
産
業
化
︑
農
商
工
連

携
︑
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
村
に

お
い
て
は
︑
特
に
も
２
次
産
業
が
弱
い

状
況
で
あ
り
︑
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
団

体
や
意
欲
あ
る
農
林
水
産
業
者
ま
た
潜

在
的
な
取
り
組
み
を
掘
り
起
こ
し
な
が

ら
︑
国
庫
補
助
事
業
や
民
間
の
資
金
援

助
を
積
極
的
に
活
用
し
︑
６
次
産
業
化

画
案
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
︑
活
用
す
る

国
庫
補
助
の
条
件
等
と
の
調
整
を
図
り

な
が
ら
︑
被
災
土
地
利
活
用
検
討
協
議

会
や
地
域
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
通

じ
て
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
利
活
用

の
方
法
を
ま
と
め
利
用
を
図
る
努
力
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

防
潮
堤
の
高
さ
に
つ
い
て
は
︑
自
治

会
か
ら
合
意
を
得
ら
れ
︑
事
業
を
進
め

た
経
緯
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

復
興
事
業
の
進
捗
状
況
は
︑
復
興
実

施
計
画
に
掲
げ
た
２
２
７
事
業
の
う
ち

実
施
済
み
事
業
46
事
業
20
％
︑
事
業
に

着
手
し
実
施
中
の
事
業
は
１
４
４
事
業

64
％
︑
未
実
施
事
業
37
事
業
16
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

<

質
問>　

田
野
畑
村
は
三
閉
伊
一
揆
の

発
祥
地
で
あ
る
。
全
国
に
さ
ら
な
る
発

信
を
続
け
︑
こ
れ
に
ち
な
ん
だ
大
型
イ

ベ
ン
ト
で
も
企
画
し
誘
客
対
策
で
も
考

え
て
み
て
は
ど
う
か
伺
い
た
い
。

<

村
長>

 
 

こ
れ
ま
で
１
５
０
周
年
︑

１
６
０
周
年
の
区
切
り
の
あ
る
時
期
に

全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
︑
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
発
行
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

26
年
度
は
︑
資
料
の
収
集
︑
展
示
等
に

力
を
入
れ
た
い
。
あ
わ
せ
て
県
内
の
関

係
市
町
で
活
動
し
て
い
る
三
閉
伊
一
揆

を
語
る
会
等
と
の
連
携
を
密
に
し
︑
相

互
の
親
睦
と
活
動
の
交
流
を
図
り
な
が

ら
︑
来
た
る
べ
き
記
念
行
事
の
展
開
等

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

者
の
生
活
再
建
を
最
優
先
と
し
︑
東
日

本
大
震
災
田
野
畑
村
災
害
復
興
計
画
及

び
田
野
畑
村
総
合
計
画
を
実
施
す
る
た

め
の
事
業
を
厳
選
し
編
成
し
て
お
り
ま

す
。

　

新
事
業
と
し
て
は
︑
田
野
畑
村
政
策

提
言
諮
問
会
議
の
運
営
︑
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
運
営
事
業
︑
三
陸
沿
岸
道
路

田
野
畑
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ア
ク
セ
ス

道
路
整
備
事
業
︑
避
難
所
︑
避
難
道
の

整
備
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。ま
た
︑地
域
づ
く
り
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
付
け

て
い
る
の
が
道
の
駅
た
の
は
た
再
生
事

業
で
あ
り
︑
村
全
て
の
経
済
︑
産
業
に

有
機
性
を
持
た
せ
る
ソ
フ
ト
重
視
の
事

業
と
し
て
︑
住
民
協
働
型
の
協
働
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
推
進
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

<

質
問>　

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な

く
３
年
を
迎
え
る
が
︑
沿
岸
地
域
の
土

地
利
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
︑
防
潮
堤
の
高
さ
に
つ
い
て
も
地
区

住
民
の
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
村
長
も

見
聞
し
て
い
る
と
思
う
が
感
想
を
聞
き

た
い
。
ま
た
︑
東
日
本
大
震
災
の
復
興

計
画
に
よ
る
復
旧
・
復
興
事
業
の
推
進

に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

<

村
長>　

震
災
か
ら
の
復
興
と
被
災
土

地
の
利
活
用
は
一
体
の
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
地
権
者
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
︑
産
業
団
体
や
地
域
住
民
︑
漁
業

者
等
の
意
向
︑
産
業
団
体
等
の
事
業
計

佐々木 芳利　　　
委員長

中村 勝明議
員

討
　
　
　
論
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は
た

街角インタビュー　がんばってます

がんばろう！東北　　がんばろう！岩手　　がんばろう！田野畑 202014・５　広報

153

平
成

26年
５

月
１

日
№

566

渡部  沙
さ

羅
ら

ちゃん（２歳１カ月）
泰成さん・悠子さん＝真木沢＝

お母さんからのひとこと

　イチゴとトウモロコシが大好き。
甘えん坊さんだけど、何かに夢中に
なるとお母さんの話も聞こえないく
らいの集中力を発揮します（笑）
　優しくて誰からも愛される人に
育ってね。

170

佐藤 昌
まさ

弘
ひろ

さん（40）＝浜岩泉＝

★仕事は？
　�　行政書士と、インターネットを使った企画やホー

ムページの制作運営などを手がける企業を自ら立ち
上げました。

　　主に行政書士として文書作成や行政への手続き、
　各種補助金等の申請のお手伝いなどしています。
★今、頑張っていることは？
　　起業したばかりなので軌道に乗せるために仕事に
　集中してます。特にも仕事の分野を広げるため、ス
　マートフォン用アプリの企画・制作、インターネッ
　トショップの運営サポートなどを頑張っています。
★休日は何をしていますか？
　　風景写真を撮るのが好きなので、車で遠くに出か
　けて気分転換しています。一緒に出かけてくれる女
　性を募集中です（笑）
★最後に一言お願いします！
　�　今は村外の仕事が多く、会社を不在にしているこ

とが多いですが、村の皆さんのお手伝いができれば
と思っています。

　　お気軽に声を掛けていただければ幸いです。

　

学
習
塾
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
「
Ｙ
Ｄ

Ｋ
（
や
れ
ば
・
で
き
る
・
子
）
の

う
た
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？
▼
嫌

だ
、で
き
な
い
、大
変
だ
…
と
思
っ

て
い
る
と
、
で
き
る
こ
と
も
で
き

な
く
な
る
の
で
、
自
分
を
Ｙ
Ｄ
Ｏ

（
や
れ
ば
・
で
き
る
・
大
人
）
だ

と
思
い
込
み
、
半
ベ
ソ
で
初
め
て

の
広
報
を
作
成
し
ま
し
た
が
い
か

が
で
し
た
か
▼
記
事
の
中
で
人
口

減
少
や
被
災
土
地
の
活
用
な
ど
課

題
を
あ
げ
ま
し
た
が
、
田
野
畑
村

は
Ｙ
Ｄ
Ｍ（
や
れ
ば
・
で
き
る
・
村
）

だ
と
信
じ
て
打
開
策
や
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
た
い
で
す
ね
▼
挑
戦

し
て
失
敗
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
よ

り
、
挑
戦
し
な
い
で
寂
し
い
過
疎

地
に
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
い
で
す

（
中
学
校
入
学
式
の
影
響
…
）
▼

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
が
低
調
な
の

で
、
人
気
の
３
択
問
題
と
し
、
当

選
者
を
１
名
に
、
そ
の
分
景
品
を

今
ま
で
よ
り
プ
チ
豪
華
に
し
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
感
想
を

添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
▼
広
報

た
の
は
た
、
今
月
か
ら
政
策
推
進

課
の
大
澤
が
担
当
し
ま
す（
健
）

村内にニホンジカが多数出没。農作物
の食害に注意しましょう（写真：菅窪）


